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平成27年8月5日（水）地元中学性、高校生を対
象としたボランティア体験と病院見学会が開催さ
れました。
柏崎・刈羽地域の中学校、高等学校へ案内をし
たところ、中学性1名、高校生11名の合計12名が参
加しました。
将来の希望等で、各自事前に伺ったところ、高
校生11名から回答があり、看護師7名、薬剤師、診
療放射線技師、介護福祉士、養護教諭が各1名と、
圧倒的に看護師の希望が多かったです。
午前中は、重症心身障がい病棟の夏企画「竜宮
城へようこそ」（行事）に参加していただき交流
体験をおこないました。その中で、なかなか外に
出ることの出来ない人のために、楽しい企画を考
えていて良かったです。重い障がいを持ってし
まった児童や人を障がいを持っていない人のよう
に接していた。患者さんのよろこんでいる顔が見
られて良かったです。等の感想があげられまし
た。 午前の部は最後に佐藤伸夫美術館を見学
し、昼食になりました。

午後は、夏企画の飾りがある療育室にて、冒
頭、中島副院長より新潟病院の紹介があり、続い
て、古田副看護師長からパワーポイントにて「看
護のお仕事紹介」をしていただきました。その
後、約2時間にわたり、病棟、栄養室、放射線科、
看護学校、検査科、薬剤部、リハビリの順で職場
見学を行いました。夏の暑い時期で時間も長いの
で適宜水分補給をしながらでしたが、皆さん真剣
に説明を聞いていました。
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まとめの会では、遠藤先生、樋口薬剤部長、
古田副看護部長、井上診療放射線技師長に出
席していただき、生徒からの感想や質問にそ
れぞれ回答やアドバイスをしていただきまし
た。生徒からは、普段見られないところを見
られただけでなく、チーム医療の大切さや、
病院の特色を知ることができて良かったで
す。自分のなりたかった職業１つを知るだけ
でなくいろんな仕事を見たことで、様々な仕
事を知ると同時に自分がなりたい職業とのつ
ながりを知れて、より自分がなりたい職業に
ついて知れた気がしてとても良い体験になり
ました。との感想があげられ、夏休み充実し
た1日となったようです。
最後に遠藤先生から一人一人に修了証書が
手渡され、第５回オープンホスピタルは無事
終了しました。
各職場長さんには職場紹介の資料作成や、
職場案内等ありがとうございました。次回は
もっと大勢の生徒に参加していただけるよう
取り組んでいきたいと思います。

療育指導室長：高橋真喜彦

ゲームサークルメンバーからのメッセージ
・たくさんの人たちと交流したいです。（Ｙ・Ｍ）
・一緒に皆さんと楽しみましょう。（Ｏ・Ｙ）
・ゲームを通してたくさんの人たちと知り合い
友達になりたいです。（Ｋ・Ｙ）
・木曜日の午前がサークル時間です。是非お越しく
ださい。お待ちしています。
（サークルメンバー一同）

ゲームサークルは毎週木曜日、
１０：００～１１：００に活動し
ています。他、写真サークルや生
け花サークル等の活動も行ってお
ります。詳細は下記までお問い合
わせ下さい。
多くの方のお問い合わせをお待ち
しております。


